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サウンド・メニュー

ペダル・ノイズ・レベル
ペダル・ノイズ機能が使用できるピアノでのペダル・ノイズの音量を設定します。

設定レンジ：±６dB（デフォルトは０ｄＢ）

ストリング・レゾナンス・レベル
ストリング・レゾナンス機能を使用できるピアノでのストリング・レゾナンスの
音量を設定します。

設定レンジ：±６dB（デフォルトは０ｄＢ）

ペダル・メニュー

ピアノ・ペダル
Nord Pianoに付属のサスティン・ペダルの動作環境を設定します。付属の
Nord Piano Pedalをご使用になれない場合、そのすべての機能とまでは行
きませんが別のペダルで代用できます。

他社ブランドのスイッチ・ペダル・タイプのペダルをお使いの場合、ペダルの
極性に合わせる設定をここで行います。

設定レンジ：Nord Piano（デフォルト）、Sw.Open、Sw.Close
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「Download」をクリックすると、Nord Pianoのダウンロード先のバンクのバンク
がこれからダウンロードする内容に入れ替わりますという意味のダイアログが表示
されます。

バンクのドロップダウンに「All」がありますので、パーティション内のすべての
サウンドを一気に入れ替えることも可能です。また、「Search Subfolders」
にチェックが入っている場合、ダウンロードしたいサウンドが入っている階層の
トップ・フォルダをブラウズできます。

プログラム・パーティションをオーガナイズする
ドラッグ＆ドロップでプログラム・パーティション内にある１２０個のプログラムを
自由に組み替えることができます。

ビュー・メニューのオーガナイズ（Organize）がオンになっていること
を確認します。

移動させたいプログラムを選び、移動させたいロケーションにドラッグし
ます。

サウンド（プログラム）を空きロケーション（位置）でドロップすると、そのサウン
ドが元のロケーションから移動します。すでにサウンドがあるロケーションにド
ロップすると、元のサウンドとそのサウンドのロケーションが入れ替わります。

プログラムを選択し、コンピュータのキーボードのコントロール・キーを
押しながらドラッグすると、プログラムがコピーされます。

サーチ・ボックスで検索する

サーチ・ボックスに文字を入力すると、検索ワードに該当したサウンドの
みがリストに表示されます。

名前が重複したプログラムを探し出す場合などにサーチ・ボックスは便利です。

オート・セレクト
ツールバーの〔Auto Select〕アイコンをクリックすることで、オート・セレクト
機能のオン/オフを行えます。

オート・セレクト機能がオンの場合、サウンドをコンピュータのキーボードの矢
印キーで選択でき、選択したサウンドが自動的にNord Piano上でも選択され
ます。

サウンド（ピアノ・サウンドまたはプログラム）をダブルクリックすることでもNord 
Piano上でそのサウンドを選択させることができます。
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Sound Managerリファレンス

ツールバー

Organize（オーガナイズ）

このオプションがオンになっている場合、リストにはすでにサウンドが入ってい
るロケーション以外にも空きロケーションが表示されます。ドラッグ＆ドロップ
でリストの途中にサウンドを入れたい時などに便利です。このオプションがオフ
の場合は、リスト表示はサウンドが入っているロケーションのみとなり、リスト
内の順番入れ替えなどはできません。

Dual View（デュアル・ビュー）

このオプションがオンでプログラム・パーティションが表示されている場合、リ
ストが２つに分割されて表示されます。異なるバンクのリストを表示させてド
ラッグ＆ドロップでプログラムを入れ替えるといったことも可能です。

Auto Select（オート・セレクト）

この機能がオンの時は、コンピュータのキーボードの矢印キーでリストをスク
ロールするとNord Piano上も同期してそのサウンドを自動的に選択します。

Sound Up（サウンド・アップ）

この機能を使ってサウンドをNord Pianoからコンピュータへ転送します。

Sound Down（サウンド・ダウン）

コンピュータからNord Pianoにサウンドを転送する時にこの機能を使います。

Rename（リネーム）

プログラムの名前を変更する時にこの機能を使用します。最長１６文字、使用
できる文字はａ〜ｚ、Ａ〜Ｚ、０〜９、そしてハイフン（−）です。その他の文字
はリスト画面に表示されませんのでご注意下さい。

ピアノ・サウンドはリネームできません。ピアノ・サウンドを選択した時はこの機
能は使用できません。

Delete（デリート）

選択したサウンドを消去します。消去する時に確認画面が表示されます。商況
の操作はコンピュータのキーボードのデリートまたはバックスペース・キーでも
行えます。

消去したピアノ・サウンドを使用していたプログラムがある場合、そのプログラム
を選択しても音がまったく出なくなります。これはそのプログラムで必要なサウン
ドを消去してしまったからです。

消去したピアノ・サウンドのロケーションは、リスト上でフリーと表示されてい
てもすぐには他のピアノ・サウンドに使用することはできません。これはフラッ
シュ・メモリーの特性上、データを消去したエリアに新たなデータを入れる際
に、そのエリアを完全にクリーンな状態にする必要があります。Nord Sound 
Managerではピアノ・サウンドを新たに追加する時点でこの処理を自動的に
行いますが、必要に応じてこの処理を手動で行うことも可能です。この処理は
ファイル・メニューにある「Clean Deleted Space」で行います。

Nord Pianoの〔PIANO TYPE〕と〔MODEL〕のＬＥＤが点滅している場合、その
プログラムで使用するはずだったピアノ・サウンドがフラッシュ・メモリー上にない
ことを意味しています。この場合、別のプログラムを選択するか、そのプログラ
ムで必要なピアノ・サウンドをダウンロードして下さい。

 

 

 



メニュー
Nord Sound Managerでは、WindowsやMacで一般的に使用されている
キーボード・ショートカットが使えます。各メニューへはAltキーを押してからメ
ニュー・バーの下線がある文字をタイプすることでアクセスできます。また、
多くのコマンドではコントロール・キー（Macの場合はコマンド・キー）を押しな
がらメニューを開いた時に表示される各コマンドの文字をタイプしてアクセス
できます。

ファイル・メニュー
Sound Upload (Ctrl+U)（サウンド・
アップロード）

Nord Pianoに入っているサウンドを、
コンピュータにアップロードする時にこ
の機能を使用します。

Sound Download (Ctrl+D)      
（サウンド・ダウンロード）

コンピュータにあるサウンドをNord Pianoのメモリー上で使用できるロケー
ションにダウンロードさせる機能です。

Bank Upload (Ctrl+Shift+U)（バンク・アップロード）

Nord Pianoに入っているサウンドをバンクまたはパーティションごとコン
ピュータにアップロードする機能です。バンク、パーティションを選択し、保存
先のフォルダを指定します。

「All」を選択すると、パーティション内のすべてのバンクの内容がアップロード
されます。また、アップロード先のフォルダ内の階層構造（パーティション/バン
ク/サウンド）も自動的に作成されます。

Bank Download (Ctrl+Shift+D)（バンク・ダウンロード）

バンク全体の内容（またはすべてのバンク）をコンピュータからNord Pianoに
ダウンロードする時にこの機能を使用します。

この機能を使用する時は、ダウンロード元とダウンロード先の属性が合ってい
るかをご確認下さい。プログラムのデータをピアノ・サウンドのバンクには転
送できません。

この機能を使用するとダウンロード元（コンピュータ）のデータがすべてダウンロー
ド先（Nord Piano）に転送されます。

Backup (Ctrl+B)（バックアップ）

この機能を使用してNord Piano内のすべてのデータ（ピアノ・サウンド、プロ
グラム、ライブ・プログラム、各メニューの設定）からバックアップ・ファイルを
作成してコンピュータに保存します。

この処理で作成されるバックアップ・ファイルの拡張子は「.npb」です。

バックアップ・ファイルの作成にかかる時間は、その時Nord Pianoに入ってい
るピアノ・サウンドのメモリー容量によって前後します。

Nord Sound Managerのバックアップ処理は、いわゆる増分バックアップを採
用しています。バックアップ・ファイルのファイル名に変更がない限り、前回のバッ
クアップから変更された分だけを前回のファイルに追加します。

Restore (Ctrl+R)（レストア）

以前に保存したバックアップ・ファイルをNord Pianoに転送する時にこの機
能を使用します。転送したいバックアップ・ファイル（.npbファイル）を選択し、
「Open」をクリックします。

レストア機能は「Open」をクリックしてから最終確認が行えるダイアログが表示さ
れます。そこで確認をするとNord Pianoに入っていた全データがバックアップ・
ファイルの内容に置き換わりますので、この作業をされる際には十分にご注意下
さい。
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Bank Up（バンク・アップ）

この機能はNord Pianoに入っているピアノ・サウンドやプログラムをバンクご
とコンピュータにアップロードする機能です。アップロード元はデフォルトでは
現在選択しているバンクになっていますが、別のバンクに選び直すことができ
ます。「Choose Folder」をクリックするとコンピュータ上のアップロード先の
フォルダを指定できます。

「Create Subfolders」のオプションにチェックが入っている場合、アップロー
ド先のフォルダ内にNord Pianoと同様の階層構造が自動的に作成されます。

アップロード元と同じ名前のフォルダがコンピュータ上にある場合、そのフォルダ
の全内容がNord Pianoからアップロードされるデータに置き換わります。

Bank Down（バンク・ダウン）

この機能はコンピュータ上にあるバンク全体の内容をNord Pianoにダウン
ロードする時に使用します。ダウンロード先のバンクはデフォルトでは現在選択
されているバンクですが、別のバンクに選び直すことができます。「Choose 
Folder」をクリックしてダウンロード元のフォルダを選択します。

この機能を使用すると、ダウンロード先のバンクの全内容がダウンロード元のフォ
ルダの全内容に置き換わりますので作業をされる際にはご注意下さい。

Backup（バックアップ）

この機能はNord Pianoに入っている全データ（ピアノ・サウンド、プログラム、
ライブ・プログラム、各メニューの設定）のバックアップをコンピュータに取る
時に使います。この機能を使って作成されるファイル（バックアップ・ファイル）
の拡張子は「.npb」です。バックアップ・ファイルの作成にかかる時間は使用し
ているピアノ・サウンドのファイル容量によって前後します。

Nord Sound Managerのバックアップ処理は、いわゆる増分バックアップを採
用しています。バックアップ・ファイルのファイル名に変更がない限り、前回のバッ
クアップから変更された分だけを前回のファイルに追加します。

最初にバックアップ処理を行う時に、Nord Sound Managerはバックアップ・
ファイルの保存先を「マイドキュメント/Nord Sound Manager files/」に勧
めますが、ファイル・ブラウザ画面で他の場所に選び直すことができます。

Restore（レストア）

この機能は以前に作成しコンピュータ上に保存したバックアップ・ファイルを
Nord Pianoに戻す時に使用します。具体的にはバックアップ・ファイル（拡張
子「.npb」）を選択して「Open」をクリックします。

レストア機能は「Open」をクリックしてから最終確認が行えるダイアログが表示さ
れます。そこで確認をするとNord Pianoに入っていた全データがバックアップ・
ファイルの内容に置き換わりますので、この作業をされる際には十分にご注意下
さい。
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Clean Deleted Space（クリーン・デリーテッド・スペース）

この機能はピアノ・サウンドやプログラムを消去した後、そのメモリー・エリア
をクリーンな状態にし、新たなサウンドを追加できるようにする機能です。

この処理は新たなピアノ・サウンドやプログラムをNord Pianoにダウンロードす
る時に自動的に行われますが、必要に応じて手動でも行えます。

Format（フォーマット）

この機能は、現在選択しているパーティション全体をフォーマットして、一気に
すべてのサウンドを消去してしまう、大変危険な機能です。実行時には最終確
認を行えますが、十分ご注意の上ご使用下さい。

Exit (Ctrl+Q)（イグジット）

Nord Sound Managerを終了させる時に使用します。

エディット・メニュー
Rename (Ctrl+N)（リネーム）

プログラムの名前を変更する時に使用しま
す。最長１６文字まで入力でき、使用で
きる文字はａ〜ｚ、Ａ〜Ｚ、０〜９、そして
ハイフン（−）です。その他の文字はNord 
Sound Managerでは表示しませんのでご注意下さい。

ピアノ・サウンドはリネームできません。

Delete（デリート）

選択したサウンドをNord Pianoのメモリーから消去します。実行時に最終確
認を行えます。

Select All (Ctrl+A)（セレクト・オール）

バンクまたはパーティション内のすべてのサウンドを選択します。

Invert Selection（インバート・セレクション）

元々選択したサウンドを選択から外し、それ以外の選択していなかったサウン
ドをすべて選択する時に使用します。

ビュー・メニュー
Organize (Ctrl+O)（オーガナイズ）

このオプションにチェックが入っていると、
選択しているバンクまたはパーティション内
の、空きエリアも含めたすべてのメモリー・
ロケーションがリストに表示されます。この
オプションにより、ドラッグ＆ドロップを使ってリストの中間部にサウンドを移動
させたりすることが容易になります。また、このオプションにチェックが入って
いない場合は、使用中のロケーションのみがリストに表示されます。

Dual View (Ctrl+L)（デュアル・ビュー）

このオプションにチェックが入っていると、リストが２つに分割して表示されます。
ドラッグ＆ドロップでプログラムを並び替えたい時に便利です。また、ドロップ
ダウン・メニューで異なるバンクをそれぞれ表示させることも可能です。

ドラッグ＆ドロップでサウンドを移動させている間に、コンピュータのキーボードの
コントロール・キーを押すとコピーになります。

Auto Select (Ctrl+K)（オート・セレクト）

この機能がオンの時、リスト表示されているサウンドをコンピュータの矢印キー
でスクロールするとNord Piano側でもそれに同期して自動的にそのサウンド
を選択します。

 

 

 

ヘルプ・メニュー
About（アバウト）

Nord Sound Managerのバージョン・ナンバーを表示します。また、その
Nord Sound Managerに対応したNord製品とそのOSバージョンもリスト表
示します。

タブ

ピアノ - プログラム
パーティションの切替はタブで行います。画面のタブをクリックする以外にコン
ピュータのキーボードのコントロール・キーを押しながらタブ・キーを押すこと
でも切り替えられます。ドロップダウン・メニューは、ピアノまたはプログラム・
パーティション内のバンクを選択する時に使用し、選択されたバンクがその下
のリストに表示されます。

サーチ・ボックス
検索ワードを入力して、該当するピアノ・サウンドやプログラムを表示します。
「Clear」をクリックすると検索が解除され、表示が元に戻ります。

ロケーション（Loc）
各バンクはロケーションで構成されています。ロケーション数はバンクのタイ
プによって異なります。

ネーム
サウンド（ピアノ・サウンド、プログラム）の名前です。

カテゴリー
各プログラムに割り当てられたカテゴリーです。ピアノ・タイプと対応していま
す。

サイズ
ピアノ・サウンドのメモリー容量を表示します。ピアノ・サウンドの入れ替え時
やメモリー容量を調べたい時に便利です。なお、プログラム・リストではサイ
ズは表示されません。

バージョン・ナンバー（Ver）
ピアノ・サウンドやプログラムのバージョン・ナンバーを表示します。楽器側の
OSバージョンが古いと、新しいバージョンのサウンドが使用できないこともあ
ります。

インフォ
ファイルに破損や不具合などがある場合やNord Sound Managerが正しく認
識できないファイルを発見した時（Nord Piano内のピアノ・サウンドに何らか
の異常がある場合）に、インフォ・エリアにメッセージが表示されます。
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フッタ・エリア

フッタ・エリアはNord Sound Managerの画面の最下部にあります。

パーティション・メモリー・インジケーター
選択したパーティションのメモリー使用状況を表示します。赤いエリアは使用
済みエリア、グリーンの表示は空きエリアです。

ピアノ・パーティションの最大容量は約５００MBです。

キャンセル・ボタン
実行中の処理を中止したい時にこのボタンをクリックします。レストア機能など
の最終確認を行う処理には使用できませんのでご注意下さい。

プログレス・バー
処理の実行状況を表示するバーが２本あります。上のバーは個々の処理の経
過を、下のバーは処理全体の実行状況をそれぞれ表示します。

メッセージ/テキスト・エリア
テキスト・エリアの左側ではNord Sound Managerの現在状況やエラー・メッ
セージを表示します。

右側のエリアではNord Pianoとの接続状況やNord PianoのＯＳバージョン・
ナンバーを表示します。

新しいツール、新しいサウンド
Nord Sound Manager最新版やNord Pianoで使用できる新しいサウンド
などが無料でダウンロードできるNordウェブサイト（www.nordkeyboards.
com）へぜひお立ち寄り下さい。

http://www.nordkeyboards.com
http://www.nordkeyboards.com
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9 ＭＩＤＩ

ＭＩＤＩインプリメンテーションについて
Nord Pianoは次のＭＩＤＩメッセージの送受信が行えます：

ノート・オン/オフ
•	 ノート・オン/オフ・メッセージの送受信

コントローラー
コントロール・チェンジ・メッセージの送受信の設定は、ＭＩＤＩメニューで行え
ます。詳しくは１６ページをご参照下さい。

•	 Nord Piano PedalをNord Pianoのペダル・インプットに接続した場合、
サスティン・ペダルのメッセージをコントローラー６４で送信します。

•	 Nord Piano PedalをNord Pianoのペダル・インプットに接続した場合、
ソステヌートのメッセージをコントローラー６６で送信します。

•	 Nord Piano PedalをNord Pianoのペダル・インプットに接続した場合、
ソフト・ペダルのメッセージをコントローラー６７で送信します。

•	 フロント・パネルのほとんどのノブやボタンもコントロール・チェンジ・メッ
セージの送受信が行えます。ノブの動きやボタン操作をＭＩＤＩシーケン
サーに記録させることも可能です。Nord Pianoの各パラメーターとコン
トロール・ナンバーとの対応につきましては、本章のＭＩＤＩコントローラー・
リストをご覧下さい。

Nord PianoはＭＩＤＩメッセージをＵＳＢ端子からも送信できます。MIDIメニュー
でＭＩＤＩチャンネルを「USB」で始まるチャンネルに設定します。詳しくは１６ペー
ジの「ＭＩＤＩメニュー」をお読み下さい。

キーボード・ベロシティ
Nord Pianoはキーボード・ベロシティ・メッセージの送受信が可能です。リリー
ス・ベロシティの送信も行えます。

プログラム・チェンジ
ＭＩＤＩメニュー（１６ページをご参照下さい）でプログラム・チェンジ・メッセージ
の送受信設定を行えます。

プログラムを選択すると、プログラム・チェンジ・メッセージが送信されます。
Nord Pianoで設定したＭＩＤＩチャンネルのプログラム・チェンジ・メッセージを
受信すると、それに応じてプログラムが切り替わります。

Nord Pianoの１２０個のプログラムはＭＩＤＩプログラム・チェンジの０〜１１９に
対応しています。

MIDIシステム・エクスクルーシブ
プログラムのデータをシステム・エクスクルーシブ・ダンプで送受信することが
できます。

 

Nord Pianoをシーケンサーで使用する

シーケンサーと接続する

Nord PianoのＭＩＤＩアウトをシーケンサーのＭＩＤＩイン接続します。また
は、Nord Pianoとシーケンサー（コンピュータ）をＵＳＢケーブルで接続
します。

シーケンサーのＭＩＤＩアウトをNord PianoのＭＩＤＩインに接続します。ま
たは、Nord Pianoとシーケンサー（コンピュータ）をＵＳＢケーブルで接
続します。

ローカル・オン/オフ
Nord Pianoとシーケンサーを併用する時はローカル・オフに設定するのが良
いでしょう。シーケンサーに入力されたＭＩＤＩメッセージをそのままＭＩＤＩアウト
へ出力する状態、つまりNord PianoからのＭＩＤＩメッセージがシーケンサーを
経由して再びNord Pianoに入力されてしまうということを防ぐためです。ロー
カル・オン/オフの設定につきましては、１６ページの「ＭＩＤＩメニュー」をご参照
下さい。

ＭＩＤＩチャンネル
Nord Pianoで使用するＭＩＤＩチャンネルをＭＩＤＩメニューで設定します。詳しく
は１６ページをご覧下さい。

プログラム・チェンジ
プログラム・チェンジの情報は、シーケンサーのトラック設定に記録しておくの
が一般的です。Nord Pianoの１２０個のプログラムはプログラム・チェンジの
０〜１１９に対応しています。

プログラム・チェンジ・メッセージをシーケンサーに記録する場合は、Nord 
Pianoでプログラムを切り替えればＯＫです。

コントローラー
ノブやボタンの操作をシーケンサーに記録する際には、シーケンサーのエコー
バック設定で正しいＭＩＤＩチャンネルになっているかをご確認下さい。ＭＩＤＩが
ループ状態になってしまうと、思い通りの操作ができなくなる場合があります。

コントローラーの「チェイス」機能について
次のような状況を想像してみましょう。シーケンサーの曲の途中でリバーブの
ウェット/ドライ・ミックスの変化を記録したとします。記録を終え、曲の先頭
から聴いてみましたらリバーブのウェット/ドライ・バランスが変化後のままに
なっていました。本来なら変化する前の状態になっていて欲しいのですが…

この問題を解決するには、シーケンサーの曲の先頭にNord Pianoの各コン
トローラーの状態を記録させておくのが良いでしょう。詳しくは次のページの
「MIDIコントローラー・ダンプを送信する」をご覧下さい。

1

2
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プログラムとコントローラーのダンプ
プログラムのシステム・エクスクルーシブ・ダンプやＭＩＤＩコントローラーのデー
タをもう１台のNord Pianoやシーケンサーに送信するのは、次の手順で行い
ます：

プログラム・ダンプを送信する

Nord PianoのＭＩＤＩアウトを、受信するＭＩＤＩ機器のＭＩＤＩインに接続しま
す。またはＵＳＢ接続をします。

受信側の機器でＭＩＤＩシステム・エクスクルーシブとＭＩＤＩコントローラー・
データを受信できる状態に設定します。

Nord Pianoの〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔MIDI〕押してＭＩＤＩメニュー
に入り、〔UP/DOWN〕ボタンで「Dump One」または「Dump All」を選
択します。

必要に応じて、受信側の機器をレコーディング・モードにセットします。

〔STORE〕ボタンを押すとNord Pianoからデータが送信されます。送
信が完了するとディスプレイに送信が終わった旨のメッセージが表示され
ます。

プログラムのすべてのパラメーター情報がプログラム・ダンプで送信されますが、
ピアノ・サウンドは送信されません。

プログラム・ダンプをNord Pianoに受信させる場合、そのプログラムで使用
しているピアノ・サウンドが受信側のNord Pianoに入っているかをご確認下さ
い。そうでないと別のピアノ・サウンドに適用されてしまう場合があります。

ＭＩＤＩコントローラー・ダンプを送信する

「プログラム・ダンプを送信する」の手順　　と　　を行います。

〔SHIFT〕ボタンを押しながら〔ＭＩＤＩ〕を押してＭＩＤＩメニューに入り、〔UP/
DOWN〕ボタンで「Send CC」を選択します。

〔STORE〕ボタンを押すとNord Pianoからデータが送信されます。送
信が完了するとディスプレイに送信が終わった旨のメッセージが表示され
ます。

MIDIシステム・エクスクルーシブ・ダンプを受信する
ＭＩＤＩシステム・エクスクルーシブ・ダンプの受信手順です：

送信側の機器のＭＩＤＩアウトをNord PianoのＭＩＤＩインに接続します。

送信側の機器で送信操作を行います。

受信するデータがすべてのプログラムの場合、Nord Pianoに入っているプロ
グラムはすべて受信されるデータに置き換わります。受信するデータがプログ
ラム１つ分のみの場合、そのデータは受信側のNord Pianoで選択していたプ
ログラムに一時的に入ります。

ディスプレイの左上部分、プログラム・ナンバーのとなりにアスタリスク（※印）
が表示されている場合、そのプログラムはまだ保存されていないプログラムで
す。そのプログラムを保存する場合は保存の操作を行います。詳しくは９ペー
ジの「プログラムを保存する」をご参照下さい。

1

1

1

1

2

2

2

2

3

3

4

5

 

ＭＩＤＩコントローラー・リスト
以下のリストはNord Pianoのフロント・パネルにあるすべてのノブ、ボタンに
対応するＭＩＤＩコントローラー・ナンバーの一覧です：

Nord Pianoパラメーター ＭＩＤＩコントローラー

Piano Type 12

Piano Model 44

Clav Model 45

Kbd Touch 33

Mono Output 83

Acoustic Model String Resonance 79

Acoustic Model Pedal Noise 78

EQ On/Off 115

EQ Treble 113

EQ Mid 116

EQ Mid Freq 117

EQ Bass 114

Effect 1 Rate 63

Effect 1 Type 60

Effect 1 On/Off 69

Effect 2 Rate 62

Effect 2 Type 61

Effect 2 On/Off 80

Amp/Comp Amount 111

Amp/Comp Sel 81

Amp/Comp On/Off 86

Reverb Wet/Dry 102

Reverb Sel 96

Reverb On/Off 97

Sustain pedal 64

Soft pedal 67

Sostenuto pedal 66
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ＭＩＤＩインプリメンテーション・チャート

機能 送信 受信 備考

ベーシック・チャンネル １−１６ １−１６

デフォルト・チャンネル １−１６ １−１６

モード デフォルト Mode 3 Mode 3

メッセージ × ×

その他

ノート・ナンバー ０−１２７ ０−１２７

トゥルー・ボイス

ベロシティ ノート・オン ○、ｖ＝１−１２７ ○、ｖ＝１−１２７

ノート・オフ ○、ｖ＝１−１２７ ○、ｖ＝１−１２７

アフター・タッチ キー × ×

チャンネル × ×

ピッチ・ベンター × ×

コントロール・チェンジ ○ ○

プログラム・チェンジ ○、０−１２７ ○、０−１２７

トゥルー・ナンバー

システム・エクスクルーシブ ○ ○

システム・コモン ソング・ポジション × ×

ソング・セレクト × ×

チューン × ×

システム・リアルタイム クロック × ×

コマンド × ×

AUXメッセージ ローカル・オン/オフ × ×

オール・ノート・オフ × ×

アクティブ・センス × ×

リセット × ×

ナンバー トゥルー・ボイス

Mode 1: Omni On, Poly - Mode 2: Omni O, Mono - Mode 3: Omni Off, Poly - Mode 4: Omni Off, Mono - O = Yes - X = No

Model: Nord Piano OS v1.x Date: 2010-04-02
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10 仕様

Nord Piano仕様

一般
８８鍵、ウェイテッド・ハンマー・アクション

ピアノ・セクション
•	 カテゴリー（ピアノ・タイプ）：６種；グランド、アップライト、エレクトリック・
ピアノ、エレクトリック・グランド、クラビネット、ハープシコード

各カテゴリーに複数の異なるモデルを搭載

•	 液晶ディスプレイ：プログラム名、ピアノ・モデル等の情報を表示

•	 プログラム：１２０プログラム（５プログラム×２４バンク）

•	 ライブ・モード：ライブ・プログラム×５

•	トランスポーズ（パネル）：±６半音

•	 グローバル・トランスポーズ：±６半音

•	 同時発音数：４０〜６０ボイス

•	 キーボード・タッチ：４種のベロシティ・レスポンス・カーブを搭載

•	 モノ・アウトプット：ステレオ動作（ピアノ・サウンド、エフェクト）をモノラ
ルに変更可能

メモリー
•	 最大約５００MB（ピアノ・サウンド用）

エフェクト・セクション
•	 エフェクト１：パン、トレモロ、オートワウ、パンとトレモロはデプス３段階、
ＲＡＴＥノブ装備

•	 エフェクト２：フェイザー、フランジャー、コーラス、デプス３段階、
RATEノブ装備

•	 コンプ/アンプ：３種のアンプ/スピーカー・シミュレーション、コンプレッ
サー、DRIVEノブ装備

•	 リバーブ：６種のアルゴリズム：Room1&2、Stage1&2、Hall1&2、
DRY/WETコントロール装備

•	 ３バンドＥＱ：ベース（１００Ｈｚ）、ミッド（200Hz〜８ｋＨｚ可変式）、トレブ
ル（４kHz）、各バンド±１５dB

接続端子
•	 オーディオ出力L/R：1/4インチ標準ジャック、アンバランス

•	 モニター入力：ミニ・ステレオ・ジャック

•	 ヘッドフォン出力：1/4インチ・ステレオ・ジャック

•	 ピアノ・ペダル入力：1/4インチ・ジャック、付属のNord Piano Pedal
または市販のモーメンタリー・ペダルをご使用下さい。

•	 ＭＩＤＩ：イン、アウト

•	 ＵＳＢ：タイプＢコネクター

•	 電源コネクター

外形寸法
•	 Nord Piano：1,284mm (W) x 340mm (D) x 121mm (H)

•	 Nord Piano Pedal：264mm (W) x 224mm (D) x 70mm (H)

重量
•	 Nord Piano：18kg

•	 Nord Piano Pedal：2kg

仕様は予告なく変更する場合があります。



英文字

ＥＱ　１５

ＭＩＤＩアウト　７

ＭＩＤＩイン　７

ＭＩＤＩインジケーター　１２

ＭＩＤＩコントローラー・リスト　２６

ＭＩＤＩチャンネル　１６

ＭＩＤＩメニュー　１６

ア行

アウトプットＬ　７

アコースティックス　１４

アップ/ダウン・ボタン　１２

アップロード　２０

イグジット　２３

インバート・セレクション　２３

エディット　９

エフェクト　１０、１４

オート・パン　１５

オート・ワウ　１５

カ行

キーボード・タッチ　１４

コーラス　１５

クラビネット　１３

クリーン・デリーテッド・スペース　２３

グローバル・トランスポーズ　１６

コンプレッサー　１５

コントロール・チェンジ　１６

サ行

サイズ　２３

サウンド・アップ　２１

サウンド・アップロード　２２

サウンド・ダウン　２１

サウンド・メニュー　１７

システム・メニュー　１６

シフト　１２

シフト・ボタン　６

ストア　９、１２

ストア・アズ（別名で保存）　１２

ストリング・レゾナンス　１４

ストリング・レゾナンス・レベル　１７

セレクト・オール　２３

センドＣＣ　１６

ソステヌート　８

タ行

ダウンロード　２０

チャンネル　２４

デリート　２１、２３

転送する　２０

トランスポーズ　１３

トレモロ　１５

ハ行

パーティション・メモリー　２４

ハーフ・ペダリング　８

バックアップ　２２

パニック　１３

バンク・アップ　２２

バンク・アップロード　２２

バンク・ダウン　２２

バンク・ダウンロード　２２

ピアノ　１３

ピアノ・タイプ　１３

ピアノ・ペダル　８

ファイン・チューン　１６

ファクトリー・プリセット　４

フェイザー　１５

フォーマット　２３

フランジャー　１５

プログラム　１２

プログラム・チェンジ　１６

プログラム・メモリー　９

プログレス・バー　２４

ペダル・メニュー　１７

ペダル・ノイズ　１４

ヘッドフォン　７

マ行
マスター・レベル　１２

メモリー・プロテクト　９、１６

モデル　１３

モニター・イン　７

モノ　１４

ラ行

ライブ　１０

ライブ・モード　１３

リネーム　２１、２３

リバーブ　１５

レストア　２２

ローカル　１６

ローカル・コントロール　１６

ロケーション　２３

ワ行

ワウワウ　１５

１１　索引｜29

11 索引
索引
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